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平成17年12月期 通期業績予想（連結・個別）の修正に関するお知らせ 
 
平成17年8月18日の平成17年12月期中間決算発表時に公表した平成17年12月期の業績予想（連結・
個別）を下記の通り修正いたしましたので、お知らせいたします。 
 

記 
 
１．平成１７年１２月期 連結通期業績予想の修正（平成17年1月1日 ～ 平成17年12月31日） 

 （単位：百万円） 

 売上高  経常利益  当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
（平成17年8月18日発表） ４２,９３０ １,２００ ５８０ 

今回修正予想（Ｂ） ４３,３４３ １,６６９ ９７０ 

増減額（Ｂ－Ａ） ４１３ ４６９ ３９０ 

増 減 率 １.０％ ３９．１％ ６７.４％ 

（ご参考） 前期実績（平成16年12月期） ４３,６０１ １,１１９ ６５９ 

 
 
２．平成１７年１２月期 個別通期業績予想の修正（平成17年1月1日 ～ 平成17年12月31日） 

 （単位：百万円） 

 売上高  経常利益  当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
（平成17年8月18日発表） 

２４,５００ ８３０ ３２０ 

今回修正予想（Ｂ） ２３,９７７ １,２７６ ４９７ 

増減額（Ｂ－Ａ） △ ５２２ ４４６ １７７ 

増 減 率 △ ２.１％ ５３.８％ ５５．３％ 

（ご参考） 前期実績（平成16年12月期） ２４,５３２ ２３１ ８４ 

 
 
３．修正を生じた理由 

通期の連結業績は、海外の計測機器事業が好調で予想以上に売上が増加し、個別を
中心とした販売管理費のコスト削減効果が大きく現れたことにより、中間決算時の予
想以上に増益となる見通しです。 
個別業績も、下期の売上が僅かに減少したものの、販売管理費のコスト削減効果に

よって収益性が予想以上に改善できたことにより、経常利益と当期純利益が中間決算
時の予想より増益となる見込みです。 

以  上 


